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今
冬
の
ご
み
収
集
も
、
一
部
の
地

域
を
除
い
て
夏
期
の
収
集
計
画
通
り

に
実
施
し
ま
す
。
　
（
収
集
日
が
変
更

に
な
る
地
域
、
収
集
が
休
み
に
な
る

地
域
は
左
表
の
と
お
り
）

　
冬
期
間
は
、
降
雪
の
状
況
に
よ
っ

て
一
時
的
に
収
集
不
可
能
に
な
る
場

合
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◎
降
雪
な
ど
で
、
ご
み
収
集
車
が
通

行
不
可
能
に
な
っ
た
町
内
は
、
道
路

状
況
を
適
確
に
判
断
し
て
、
収
集
が

可
能
に
な
る
ま
で
家
庭
で
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
車
輔
の
運
行
が
で
き
な
く
な
る
町

内
は
、
従
来
ど
お
り
持
出
し
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
け
、
衛
生
施
設
組
合
長

〔収集日が変更になる地域〕12．1～

収集対象地域 もえるゴミ もえないゴミ

中村、六箇山谷、麻畑、田麦 金 第1、第3水

名ヶ山、鉢（バス回転場まで） 水 第4月

轟木、新水、焼野、魚之田川 水 第2金

〔ごみ収集が休みになる地域〕12．1～

◎ご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

を
通
し
て
、
衛
生
施
設
組
合
（
智
五

二
－
三
九
二
四
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◎
粗
大
ご
み
（
テ
レ
ビ
、
・
冷
蔵
庫
、

洗
た
く
機
な
ど
）
は
冬
期
間
は
収
集

し
ま
せ
ん
。

◎
事
業
系
の
も
え
な
い
ご
み
は
各
自

保
管
し
、
雪
消
え
を
待
っ
て
霧
谷
埋

立
地
（
搬
入
保
管
場
所
の
な
い
事
業

者
は
高
城
沢
）
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ

い
。
　
（
有
料
で
す
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

　
◎
年
末
は
十
二
月
二
十
九
日
ω
ま

で
、
年
始
は
一
月
四
日
㈹
か
ら
日
程

表
通
り
収
集
し
ま
す
。

　
◎
ご
み
を
持
込
ま
れ
る
場
合
は
つ

地区名 対　象　地　域

十日町、川治

六箇、吉田

津池、菅沼、大池、赤倉、椌木、長里、

落之水、船坂、塩ノ又、中手、中平

中　　条
嘉勝、池谷、入山、蕨平、東枯木又、
西枯木又、三ツ山、上田原、宇田ケ沢、
山新田、中条菅沼、小貫、

下　　条 仙之山、平、漉野、慶地、二子、願入、塩野

水　　沢
天池、池之尻、漆島、池沢、野中、鍬柄沢、

当間、大石、南雲、中在家、水沢市之沢、
珠川

ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　
●
ご
み
焼
却
場
…
十
二
月
二
十
九

日
d
D
・
三
十
日
㈲
は
一
日
、
三
十
一

日
㈲
は
午
前
中
受
付
け
ま
す
。

　
●
ご
み
埋
立
地
…
十
二
月
二
十
九

日
ω
・
三
十
日
㈲
は
一
日
中
受
付
け

ま
す
。公

営
住
宅
の

　
　
　
入
居
者
巻
募
集

　
十
日
町
市
で
は
、
次
の
公
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
戸
数
　
●
八
幡
田
市
営
住
宅

（
六
畳
二
室
・
五
畳
）
一
戸
…
家
賃

二
万
七
、
五
〇
〇
円
　
●
新
座
県
営

住
宅
（
六
畳
、
四
・
五
畳
）
一
戸
…

家
賃
一
万
一
、
○
○
○
円
　
●
黒
沢

県
営
住
宅
（
六
畳
、
三
畳
、
D
K
）

七
戸
…
家
賃
一
万
一
、
○
○
○
円
～

一
万
一
、
五
〇
〇
円

■
募
集
期
問
　
十
二
月
一
日
～
五
日

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
市
・

建
設
課
建
築
住
宅
係
（
智
五
七
i
三

一
　
一
　
一
⑧
一
工
ハ
ニ
）

　
　
　
　
　
　
　
一

すばらしい出来ばえ

　　　　　　一県職業訓練展

　11月17・18日とクロス10で、十日町高等

職業訓練校をはじめとした県内訓練校生

の金属、木工、繊維品などの展示と即売を

兼ねた新潟県職業訓練展が開かれました。

　18日の即売会は、午前中で展示品の大

半が売れるほどの賑わいをみせました。
◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　◆　6　◆　6　◆　▲　◆ノヘ◆ノヘ◆ノ“L◆ノ亭＼

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に

　
　
　
　
み
な
さ
ん
の
ご
提
案
を
〃

　
十
日
町
市
で
は
、
市
制
施
行
三
十

周
年
を
記
念
し
て
十
二
月
二
十
三
日

の
総
合
体
育
館
の
竣
工
式
当
日
に
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
蔵
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
五
十
年
を
経
て
開
け
ら
れ

る
も
の
で
す
が
、
何
を
埋
蔵
し
た
ら

よ
い
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
ご
提
案
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
方
法
　
官
製
は
が
き
に
提

案
を
書
き
、
市
・
総
務
課
（
十
日
町

市
千
歳
町
三
丁
目
三
番
地
）
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切
り
　
十
二
月
十
日
㈲

●
そ
の
他
　
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
4
5

㎝
×
4
5
㎝
×
4
5
㎝
で
す
。
皆
さ
ん
の

提
案
を
検
討
し
て
埋
蔵
品
を
決
定
し
、

後
日
市
報
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

一12月の日曜営業
　　ガソリンスタンド（輪番制）

2日　大渕石油店栄橋給油所

　　　㈱山松商店十日町バイパス給油所

　　　小林石油㈱十日町給油所

9日　長谷川石油㈱下条給油所

　　　㈱村山石油十日町給油所

　　　㈱村山商会十日町中央給油所

16日　㈱山田屋商店四日町給油所

　　　㈱ミナミ商会川治給油所

　　　㈱村昭住吉給油所

23日　龍巳石油仙田給油所

　　　㈱山田屋商店十日町給油所

　　　㈱倉沢石油春日町給油所

　　　各種相談へ
〈交通事故相談〉　12月3日（月）

〈定例行政相談〉　12月20日（木）

〈巡回内職相談〉　12月21日（金）

時間10：00～15：00　会場市役所市民相談室

一一税の相談はお気軽に一

◆相談事項　所得税、贈与税、相続税な

　　　　　　どの税務相談、その他苦情

　　　　　　相談

◆と　　　き　12月6日　10：00～15：00

◆ところ　市役所市民相談室
◆担　　当　関東信越国税局税務相談室

　　　　　　長岡分室　　相談官
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冬
期
間
の
道
路
除
雪
費
の
負
担
に
つ
い
て
、
市
民
の
間
に
不

公
平
感
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
日
町
市
で
は
「
除
雪
の
公
平
化
」
、

「
地
元
（
町
内
）
除
雪
組
織
の
確
立
」
、
「
除
雪
の
前
進
」
を
主
な

テ
ー
マ
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
道
路
除
雪
の
見
直
し
は
、
昭
和
五
十
九
年
度
あ
る
い
は

六
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
市
で
は
昭
和
六
十
年
度
以

降
も
引
き
続
き
検
討
を
加
え
て
い
き
ま
す
。

一
、
町
内
委
託
除
雪

●
六
割
助
成
は
従
来
ど
お
り
と
し
ま

す
。●

申
請
は
町
内
（
除
雪
組
合
）
単
位

織

と
し
、
嘱
託
員
ま
た
は
町
内
全
体
で

の
除
雪
組
合
以
外
の
も
の
は
受
付
け

ま
せ
ん
。

●
町
内
（
除
雪
組
合
）
か
ら
業
者
へ

の
支
払
い
は
口
座
払
い
と
し
、
必
ず、

　
」

金
融
機
関
の
証
明
書
を
添
付
し
て
委

託
料
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
今
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

二
、
国
県
道
の
排
雪
に
伴
う

費
用
の
町
内
負
担
（
棚
頬
断
彫
）

●
従
来
は
排
雪
費
用
全
額
を
市
費
で

支
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、
屋
根
雪
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ダ
ン
プ
費
用

の
四
割
を
町
内
負
担
と
し
ま
す
。
（
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
、
県
、
市

で
協
議
し
ま
す
）

●
関
係
す
る
国
県
道
沿
線
で
、
こ
の

た
め
の
組
織
結
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
昭
和
六
十
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

三
、
認
定
外
道
路
除
雪

●
戸
数
が
五
戸
以
上
あ
る
市
道
認
定

外
路
線
を
対
象
（
た
だ
し
消
防
小
屋

が
あ
る
場
合
は
五
戸
未
満
も
認
め
ま

す
）
に
し
て
、
除
雪
費
の
四
割
を
助

成
し
ま
す
。

●
手
続
き
関
係
は
、
町
内
委
託
除
雪

と
同
一
と
し
ま
す
。

●
今
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

四
、
市
除
雪
路
線

●
孤
立
集
落
解
消
を
第
一
と
し
、
道

路
改
良
・
舗
装
、
雪
崩
対
策
が
完
了

後
す
み
や
か
に
除
雪
路
線
と
し
ま
す
。

●
企
業
進
出
・
国
県
道
の
バ
イ
パ
ス

の
目
的
で
改
良
さ
れ
、
交
通
量
が
増

加
す
る
道
路
、
ま
た
公
共
施
設
が
新

設
さ
れ
た
道
路
は
除
雪
路
線
と
し
ま

す
。●

人
家
連
た
ん
地
域
で
、
大
量
に
路

上
に
出
さ
れ
た
屋
根
雪
を
ダ
ン
プ
排

雪
す
る
場
合
は
、
ダ
ン
プ
費
用
の
四

割
は
町
内
負
担
と
し
ま
す
。
　
（
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
町
内
と
協
議
し
ま

す
）
関
係
す
る
道
路
沿
線
で
組
織
を

作
っ
て
い
た
だ
き
、
六
十
年
度
か
ら

実
施
し
ま
す
。

五
、
市
有
除
雪
機
械
の
町
内

貸
出
し
（
綱
梱
磯
難
騰
噌
路
）

●
距
離
的
条
件
、
道
路
条
件
な
ど
に

よ
り
、
ど
う
し
て
も
貸
出
し
が
一
部

町
内
に
か
た
よ
っ
て
い
る
た
め
、
貸

出
し
料
を
徴
収
し
ま
す
。

●
貸
出
し
単
価
は
通
常
の
五
割
程
度

と
し
、
六
割
助
成
の
対
象
と
し
ま
す
。

●
今
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

山
ハ
、
小
型
除
雪
機
械
購
入
補
助

●
小
型
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
は
購
入
費
用

が
多
額
に
な
る
、
夏
場
利
用
さ
れ
な

い
な
ど
問
題
点
が
多
く
あ
り
ま
す
。

●
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
は
、
流

雪
溝
へ
の
投
雪
の
た
め
に
は
利
用
効

果
が
あ
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年

度
克
雪
生
活
圏
整
備
事
業
で
購
入
す

る
三
台
の
結
果
を
判
断
し
て
制
度
化

し
ま
す
。

　
※
不
明
な
点
な
ど
詳
し
く
は
、
市
・

建
設
課
維
持
管
理
係
（
盈
五
七
ー
三

一
一
一
㊥
二
六
三
・
二
六
七
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
o
口
o
唾
o
口
o
口
o
o
o
口
o
口
o
亘
亘
o
口
o
蔓
ロ
ロ
o
o
一

下
水
道
促
進
シ
リ
ー
ズ
①

　
下
水
道
事
業
は
供
用
開
始
二
年

署
過
し
、
各
家
庭
や
事
業
所
、
工
場

。
か
ら
つ
な
ぎ
込
み
が
行
わ
れ
、
普
及

。
率
は
約
三
九
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

。
　
　
　
　
　
　
　
、

。
　
来
年
は
一
一
一
年
目
を
迎
え
　
工
事
が

。
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

。
今
か
ら
計
画
を
た
て
、
早
め
に
市
指

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

。
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

。
●
下
水
道
普
及
率
（
－
o
月
末
現
在
）

OOO口OOOOOOOP口。
◎
下
水
道
を
利
用
さ
れ
た
感
想
は

。
　
生
活
環
境
が
非
常
に
快
適
に
な
り

。
ま
し
た
・
こ
れ
ま
で
の
汲
取
式
の
便

O。
所
は
、
冬
の
汲
取
り
が
た
い
へ
ん
な

。
こ
と
と
、
不
快
感
や
兼
用
便
所
だ
っ

『
た
め
は
ね
か
え
り
も
あ
り
ま
し
た
・

O。
下
水
道
に
し
た
ら
臭
い
も
不
快
感
も

。
な
く
、
と
て
も
清
潔
な
生
活
が
で
き

。
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
・

自。
◎
工
事
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
は

。
　
便
所
は
半
日
使
用
で
き
な
い
だ
け

接
続
対
象
区
域
世
帯
数

二
、
五
八
三

接
続
世
帯
数

一
、
○
〇
四

普
　
　
及
　
　
率

三
八
・
八
％

下
水
道
を
利
用
し
て
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
月
末
工
事

　
塩
川
三
郎
さ
ん
（
稲
荷
町
一
）
：
．
完
了

冬
期
間
の
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
凍
結
防
止
対
策
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
大
便
器
の
ロ
ー
タ
ン
ク
や
、
小
便
目

器
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ル
ブ
に
給
水
し
。

て
い
る
水
道
管
の
凍
結
を
防
止
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

た
め
、
夜
中
に
一
～
二
回
放
水
し
て
。

く
だ
さ
い
。
水
道
管
の
中
の
水
が
動
。

、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
。

）
て
　
凍
結
防
止
に
効
果
的
で
す
。
　
口

　
ま
た
、
便
所
が
北
側
に
面
し
て
い
。

て
、
寒
風
が
窓
口
か
ら
吹
き
込
む
所
。

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
。

で
は
　
窓
な
ど
に
目
地
材
を
使
っ
て
。

吹
き
込
み
を
防
ぐ
と
、
吹
き
ざ
ら
し
。

に
よ
る
凍
結
を
防
止
で
き
ま
す
・
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
給
水
管
な
ど
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
き
は
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
か
。

布
を
か
け
・
そ
の
上
か
ら
ゆ
つ
く
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
溶
か
し
て
く
だ
。

さ
い
・
ま
た
、
ト
イ
レ
の
中
に
ス
ト
ー
。

ブ
な
ど
を
入
れ
・
部
屋
全
体
を
温
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

て
や
る
と
一
層
効
果
的
で
す
。
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

大
工
さ
ん
と
の
連
携
が
う
ま
く
い
き
、

工
事
は
五
日
間
位
で
終
了
し
ま
し
た
。
口

◎
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

　
冬
期
間
の
水
道
の
凍
結
が
少
し
心
。

配
で
す
。
渇
水
期
を
む
か
え
水
の
確
。

保
は
大
丈
夫
と
い
う
話
で
す
が
－
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

◎
下
水
道
の
促
進
方
法
に
つ
い
て
　
。

　
町
内
単
位
に
ご
婦
人
対
象
の
説
明
。

会
を
し
た
－
、
子
供
を
対
象
の
催
し
㎜

な
ど
で
P
R
し
た
ら
今
後
の
下
水
道
。

の
普
及
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目

oo口oo口o口o
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人件費の状況（普通会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

区　分
住民基本台帳人口

　　（年度末）

歳出額

　　A
実質収支 人件費

　　B
人件費率

（B／A）

（参考）

57年度の人件費率

58年度
59．3．31

48，641人
　千円
11，772，348

　千円
126，347

　　千円

1，967，376

　　％

16．7

　　％

18．0
／　　　　￥

職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
職員数

　　A
給　　　　　与　　　　　費 1人当たり給

与費（B／A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　B

59年度 407人
　千円
905，917

　千円
160，458

　千円
382，233

　　千円
1，448，608

　千円
3，559

（注）1．職員手当には退職手当を含みません。

　　　2、給与費は当初予算に計上された額です。

職員の初任給の状況（5g年4月1日現在）

マ
％
　
地
方
公
務
員
の
給
与
、
退
職
手
当
な

讐
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
、
他
市
町
村

％
を
は
じ
め
地
域
の
民
間
事
業
従
事
者
な

％
ど
と
の
均
衡
を
は
か
る
よ
う
に
定
め
ら

ム
脚
れ
て
い
ま
け
．

％
　
そ
こ
で
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

㎜
綜
候
凝
炉
個
駈
戴
騨

％
公
表
し
ま
す
．

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽

職員の平均給料月額および
平均年齢の状況（59年4月1日現在）

職
員
給
与
等
に
つ
い
て

区　　分
日　町市 国

干」司』F断K〃イ天況曳bJヰ4月1目現在2

決定初任給 採用2年経過眉
給　料　額 初任給

採用2年経過日
給　料　　額 区分 一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
＿般行政職大学卒 104，000円 114，900円 104，000円 114，900円

十日町市 183，800円 36．9歳 171，500円 49．5歳高校卒 87，700円 93，400円 87，700円 　一93，400円
技能労務職 高校卒 85，800円 91，300円 新潟県 217，225円 38．8歳 215，949円 45．8歳

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
国 213，340円 40．1歳 193，150円 48．5歳職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（59年4月1日現在） 職員手当の状況

＋
日
町
市
の

区　　分 経験年数7年以上10年未満 経験年数10年以上1畔未満 経験年魏畔以上20年未満 区分 十　　日　町　市 国

大学卒 149，100円 177，400円 216，400円
期勤
末勉
手手
当当

　　（59年度支給割合）

　　　期末手当　勤勉手当
6月期　1．4月分　0．5月分
12月期　　1．9月分　0．6月分
3月期　0．5月分　　一月分
　計　　3．8月分　　1．1月分

　　（59年度支給割合）

　　　期末手当　勤勉手当
6月期　1．4月分　0．5月分
12月期　1．9月分　0．6月分
3月期　0．5月分　　一月分
　計　　3．8月分　1．1月分

一般行政職
高校卒 121，000円 149，100円 173，900円

技能労務職 高校卒 140，300円 161，400円

（注）1　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

　　採用後の年数をいいます。

　　2　空欄は、該当職員数が3人以下のため掲載しません。

　　　一般行政職の等級別職員数の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（59年4月1日現在）

退
職
手
当

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21．0　月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44，55月分
勤続35年　48，125月分　63．525月分
最高限度額　60．0　月分　63．525月分

1人当たり
　　　　　5，481千円　11，114千円
平均支給額

その他の加算措置　制度なし

退職時特別　1～2号
昇　　　給　特別の勧奨退職者1～2号

（支給率）　自己都合　勧奨・定年
勤続20年　21，0　月分　28．875月分

勤続25年　33．75月分　44．55月分
勤続35年　48．125月分　63．525月分
最高限度額　60．0　月分　63，525月分

その他の加算措置　制度なし

退職時特別　原則1号俸
昇　　　給　特別の勧奨退職者2号俸

区　分 特1等級 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 計

標準的な
職務内容

部長 課長 課長補佐
係長
主査

主事
技師

主事補

技師補

職員数
　人

6
　人
19

　人
67

　人
110

　人
96

　人
10

　人
308

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
　　職員に支給された平均額です。

　　　　　　　　　諸手当の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（59年4月1日現在）

構成比 　％
2．0

　％
6．2

　　％

21．7
　　％

35．7
　　％

31．2
　％
3．2

　％
100

1年前の

構成比
　％
1．6

　　％

5．5
　　％

19．3
　　％

37．0
　　％

31．8
　％
4．8

　％
100 区　分 内　　　　　　　　　　　　　容 国の制度

との異同
（注）1十日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。

　2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

　　　昇給期間短縮の状況（普通会計）
扶養手当

配偶者　12，300円
配偶者以外の扶養親族のうち2人　各3，800円
ただし、配偶者のない職員の場合には、扶養親族の
うち1人は8，300円
その他の扶養親族1人につき1，000円

同　じ

区　　　　分 合計 一般行政職 技能労務職

住居手当

借家　月額9，000円を超える家賃を支払っている職

　　員に対し負担している家賃の額に応じて最高
　　14，300円（家賃の額が30，100円以上の場合）ま
　　で支給している。

自宅　1，000円ただし、住宅を新築購入した場合5
　年間は2，500円

同　じ

58

年
度

職員数（A） 　　　人412 　　　人319 　　人93

欝箏鼎鵬を（B） 58　人 45　人 13　人

上ヒ　率
（B）／（A）

　　　％14．1 　　　％14．1 　　　％14．0

特別職の報酬等の状況（59年4月1日現在）

通勤手当

交通機関利用者　負担している運賃の額に応じて最
　　高20，400円（運賃の額が23，200円以上の場合）

　　まで支給している。　　　　　　　　　　　“
交通用具使用者　片道の使用距離に応じ、2，000円
　　（2km以上5km未満）から最高8，200円（通勤
　　不便者で20km以上）まで支給している。

同　じ
区　　　　　　　分 給　料　月　額　等

給
料

市　　　　　長 580，000円

助　　　　　役 450，000円
収　　入　　役 410，000円

報
酬

議　　　　　長 245，000円

特殊勤務

手　　当

（58年度）

区　　　　　　　分 全　　職　　種
副　　議　　長
議　　　　　員

200，000円

180，000円
職員全体に占める手当支給職員の割合 49．3％

期
末
手
当

市　　　　　　長

助　　　　　　役

収　　入　　役

（58年度支給割合）
6月期　　1．4月分
12月期　　1．9月分
3月期　0．5月分
　計　　　3．8月分

支給対象職員1人当たり平均支給年額 43，200円
手　　当　　の　　種　　類（手当数） 15
代　表　的　な　手　当　の　名　称

税務手当、保育手当、社会

福祉手当、用地交渉手当

議　　　　　　長

副　　言義　　長

議　　　　　　員

（58年度支給割合）
6月期　　1．4月分
12月期　　1．9月分
3月期　0．5月分
　計　　　3．8月分

時間外
勤務手当

57年度
支　　給　　総　　額 54，926千円

職員1人当たり支給年額 128千円

58年度
支　　給　　総　　額 77，885千円

職員1人当たり支給年額 189千円

（注）1　経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

　　採用後の年数をいいます。

　　2　空欄は、該当職員数が3人以下のため掲載しません。

　　　一般行政職の等級別職員数の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（59年4月1日現在）

（注）1十日町市の給与条例に基づく給料表の等級区分による職員数です。

　2標準的な職務内容とは、それぞれの等級に該当する代表的な職名です。

　　　昇給期間短縮の状況（普通会計）

特別職の報酬等の状況（59年4月1日現在）

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
　　職員に支給された平均額です。

　　　　　　　　　諸手当の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（59年4月1日現在）

一「皿丁『一下



L上＿
昭和59年H月25日1”lm川””II””lll”1川”ll””1川1”1“川”lll”川illlll””川”1”lll”1川””とお”』β3δぢ夷7ら亡f瓶1””川”lllll””＠）

新
し
く
な
っ
た

高
額
療
養
費
と
は

　
一
人
の
人
が
一
ヵ
月
の
間
に
、
一

つ
の
病
院
で
五
万
一
千
円
（
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
三
万
円
）
以
上

の
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

五
万
一
千
円
を
超
え
た
分
は
、
あ
と

で
国
保
か
ら
払
い
戻
し
て
も
ら
え
ま

す
。
こ
れ
が
高
額
療
養
費
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
が
あ
る
限
り
、
私
た
ち

は
ど
ん
な
重
い
病
気
を
し
て
も
、
あ

る
い
は
ど
ん
な
大
き
な
手
術
を
う
け

て
も
、
一
ヵ
月
の
医
療
費
の
自
己
負

①

担
は
五
万
一
千
円
で
す
む
わ
け
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
法
律
改
正
が
あ

り
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
の
仕
組

み
が
改
善
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年
十

月
一
日
か
ら
次
の
よ
う
な
場
合
で
も

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
自
己
負

担
が
軽
く
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
同
一
世
帯
で
同
一
月
に
三
万
円
以

上
の
自
己
負
担
が
二
件
以
上
あ
っ
た

場
合

②
同
一
世
帯
で
前
十
二
ヵ
月
間
に
四

回
以
上
の
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受

け
た
場
合

③
長
期
療
養
で
高
額
な
治
療
を
継
続

し
て
行
う
必
要
の
あ
る
病
気
の
場
合

民
叢

　
　
　
　
康

鵜

②
「
年
四
回
以
上
の
高
額
療
養
費

　
一
つ
の
世
帯
で
、
一
年
間
に
四
回

以
上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た

場
合
は
、
四
回
目
か
ら
高
額
療
養
費

の
支
給
対
象
額
は
一
ヵ
月
三
万
円
（
市

民
税
の
非
課
税
世
帯
は
二
万
一
千
円
）

を
超
え
る
額
と
な
り
、
こ
の
金
額
を

超
え
た
医
療
費
は
全
額
あ
と
か
ら
払

い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
一
年
間
と
い
う
の
は
、
最
初
の
高

額
療
養
費
の
支
給
を
う
け
た
と
き
か

ら
十
二
ヵ
月
間
と
い
う
こ
と
で
す
。

十
二
ヵ
月
を
経
過
し
て
か
ら
後
も
、

ど
の
十
二
ヵ
月
間
を
と
っ
て
も
四
回

以
上
高
額
該
当
と
い
う
状
態
が
続
く

か
ぎ
り
、
三
万
円
（
二
万
一
千
円
）

を
差
引
い
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
場
合
で
も
、
回
数
が
通
算
さ

れ
る
の
は
同
じ
国
保
の
被
保
険
者
に

限
ら
れ
ま
す
。

③
長
期
に
わ
た
っ
て
、
継
続
的
に
高

額
な
治
療
の
必
要
な
病
気
で
、
厚
生

大
臣
の
指
定
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

療
養
費
の
支
給
額
は
一
万
円
を
超
え

る
額
と
な
り
ま
す
。
一
ヵ
月
一
万
円

を
超
え
た
医
療
費
は
、
あ
と
で
国
保

か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
厚
生
大
臣
が
指
定
す
る
も
の

は
「
血
友
病
」
と
「
人
工
透
析
治
療

を
必
要
と
す
る
慢
性
腎
不
全
」
で
す
。

高
額
療
養
費
の

計
算
に
入
ら
な
い
費
用

　
高
額
療
養
費
を
計
算
す
る
場
合
、

五
万
一
千
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯

は
三
万
円
）
に
は
、
保
険
診
療
の
対

象
と
な
ら
な
い
費
用
は
入
り
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
自
分
で
希
望
し
て
上

の
等
級
の
病
室
に
入
院
し
た
場
合
の

差
額
ベ
ッ
ト
代
、
基
準
看
護
の
病
院

に
入
院
し
た
と
き
の
付
添
い
看
護
料
、

歯
科
の
差
額
負
担
分
な
ど
が
そ
れ
で

す
。

支
給
申
請
手
続
き
が

　
　
　
　
　
か
わ
り
ま
す

　
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
と

き
は
、
国
保
へ
申
請
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
高
額
該
当
か
ど
う
か

は
、
診
療
月
の
二
ヵ
月
後
に
国
保
で

把
握
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
こ
れ
ま
で
は
国
保
で
該

当
者
に
往
復
は
が
き
で
通
知
し
、
該

当
者
は
返
信
用
は
が
き
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
申
請
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
十
二
月
か
ら
は
、
国
保
か
ら
該
当

者
に
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
の
で
、

該
当
者
は
そ
の
通
知
書
、
医
療
機
関

の
領
収
書
、
印
鑑
を
持
っ
て
国
保
の

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
⊥
二
万
円
・
月
二
回
以
上
支
払
っ
た
場
合

　
一
つ
の
世
帯
で
、
一
ヵ
月
に
三
万

円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
二

万
一
千
円
）
以
上
の
自
己
負
担
を
二

件
以
上
支
払
っ
た
場
合
（
一
人
の
人

が
二
回
以
上
支
払
う
か
、
あ
る
い
は

二
人
以
上
の
家
族
が
支
払
っ
た
場
合
）

は
、
全
部
合
算
さ
れ
て
、
合
わ
せ
て

五
万
一
千
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
三
万
円
）
を
超
え
る
部
分
は

あ
と
で
国
保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
合
算
さ
れ
る
の
は
、
同

じ
国
保
の
被
保
険
者
に
限
ら
れ
、
他

の
医
療
保
険
（
健
康
保
険
な
ど
）
の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i加
（例）同一世帯、同一月で　　　　　i入
・春夫さん自己負担匝画払うA病院i首

・秋子さん自己負担匝亜］払うB病院隠

・夏子さん自己負担20，0・0円払うC病院潰

　合計では、53，000円＋35，000円＝88，000円　iさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：れ
　（夏子さんの2万円は3万円以下のため合　iま

算しない）　　　　撹
高額療養費　88，000円一51，000円＝37，000円　i　o

世帯単位の負担額
『 一

回　三

　回
四
回

E侑早1ユW具想銀
　　　　　　※斜線部が高額療養費として償還されます。
二

5．1万

　3万
一
一

一
回
一

｝　　　一　　

一
一
　
　
一
　
　
　
一｝ 一

一　　　鞭　　　　｝

○　　　　 ○

年89101112年234567891011127　　　　　　1
月月月月月月月月月月月月月月月月月月

㊥㊧＠退職者医療制度ができました

　国民健康保険に、新たに「退職者医療制度」が10月

1目からスタートしました。
　退職者医療制度とは．会社などを退職した人たちの

うちで￥一定の要件に該当する人が加入することにな

り、医療機関で支払う一部負担金が安くなります。

　3月3／日現在で被用者年金を受給している人につい

ては市役所で把握しています。その後に年金裁定通知

を受けた人で、まだ届け出ていない人や￥退職者医療

制度に該当すると思われる人は、市・1剰建衛生課国保

係（57－31／1㊥504・505）に届出またはお問い合わせ

ください。

　届出は，年金裁定通知を受取った日から14日以内に

しな1ければな1りません。

　　㊤㊥㊧などの提出を
　国保にカロ入すると．一世帯に一枚ずつ保険証が交付

されます。

　保険証は，国保の加入者であるという証明書である

と同時に￥お医者さんの診療を受けるときの、受診券

の役目を果たすものです。大切に取り扱いましょう。

　お医者さんにかかるときは、必ず保険証を提出しな

ければなりません。お医者さんはそれによって。皆さ

んが国保にカロ入していることを確かめ，保険による診

療を行います。

　保険証なしで診療を受けると￥医療賛は全額自分で

負担しなければならないことになります。

　また、老人保健の該当者は，保険証のほかに，「老

人保健法医療受給者証」を提出してください。

　10目／日からスタートした退職医療制度に該当する

人は￥保険証のほかに「国民健康保険退職被保険者等

証明書」を提出してください。
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住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
個
人
住
宅

建
設
資
金
の
申
し
込
み
受
付
け
を
、

次
の
要
領
で
行
っ
て
い
ま
す
。

囹
受
付
期
間
　
十
一
月
十
五
日
～
十

二
月
十
日
ま
で

囹
選
考
方
法
　
選
考
（
無
抽
選
）

融資額および利率（）内は老人同居等の場合

住宅の床面積
利　率

融資限度額
当初10年間 11年目以降

50m2～110m2以下

　　（135m2以下）
5．5％ 7．2％ 480万円

110m2超～135m2以下
（135m2超～166m2以下）

6．5％ 7．2％ 530万円

135m2超～165m2以下 7．2％ 7．2％ 580万円

囹
申
し
込
み
場
所
　
市
内
の
住
宅
金

融
公
庫
業
務
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

　
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
（
智
〇
二
七
二
－
三
二
－
六
六

五
五
）
か
取
扱
い
金
融
機
関
へ
。

雇
用
保
険
不
正
受
給

防
止
啓
発
月
間
ゆ

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
再
就

職
を
援
助
す
る
た
め
支
給
さ
れ
ま
す
。

◎
失
業
中
の
生
活
を
心
配
せ
ず
、
新

た
な
仕
事
を
探
し
、
一
日
も
早
く
就

職
す
る
た
め
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

◎
失
業
し
て
い
て
、
積
極
的
に
就
職

で
き
る
状
態
に
あ
る
方
で
、
現
在
仕

事
を
探
し
て
い
る
人
に
だ
け
支
給
さ

れ
ま
す
。
離
職
し
た
ら
必
ず
支
給
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

高血圧教室を開催！ノ

●開催日時昭和59年12月から昭和60年3

　月まで、時間はいずれも午後1時～3時半

●対象者（30人）血圧が高いと言われる人、

　血圧が心配な人で65歳以下の人

●会　場　十日町保健所（塚原町）

●内　容　講話、家庭看護法、健康診断（血

　圧測定、検尿、血液検査〉

●検査料金　1，880円

●受講申し込み　12月5日㈱までに、十日

　町市保健センター（費57－3m㊥502〉か

　十日町保健所（智57－2400〉に申し込ん

　でください。

※その他不明なことは、上記申し込み先に

　お問い合わせください。

臨
時
教
育
審
議
会
へ
の
意
見
を
募
集

　
臨
時
教
育
審
議
会
で
は
、
我
が
国

の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
審
議
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
審
議
会
に
対
す

る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
、
教
育
改

革
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

意
見
は
、
今
後
の
審
議
に
十
分
活
用

し
て
い
き
ま
す
。

●
意
見
郵
送
先
　
〒
㎜
、
東
京
都
千

代
田
区
永
田
町
一
ノ
六
ノ
一
、
臨
時

教
育
審
議
会
事
務
局

　
あ
な
た
も

　
　
　
検
察
審
査
員
に

　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま
す

　
成
人
に
な
る
と
、
選
挙
権
と
は
別

に
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
と
は
、
み
な
さ
ん
の

中
か
ら
く
じ
で
選
ん
だ
審
査
員
十
一

人
か
ら
な
り
、
検
察
官
の
し
た
不
起

訴
処
分
等
被
害
者
の
不
服
申
し
立
て

を
審
査
す
る
の
が
主
な
仕
事
で
す
。

　
検
察
審
査
会
の
事
務
局
は
各
地
の

裁
判
所
の
中
に
あ
っ
て
、
審
査
員
の

選
定
事
務
、
ま
た
不
起
訴
処
分
に
不

満
の
あ
る
方
の
相
談
も
行
っ
て
い
ま

す
。
審
査
の
申
し
立
て
手
続
き
に
は

．
一
一
一
一
．
◆
．
．
…
曹
．
◆
．
．
…
7
◆
．
…
7
◆
．
、
…
甲
．
◆
峯
．
．
◆
．
一
一
一
一
．
◆
．
…
曽
．
◆
，
．
…
7
◆
．
…
．
．
◆
．
邑
．
．
◆
、
一
一
一
7
◆
．
§
騨
．
◆
．
皇
冒
．
◆
、
亀
甲
．
◆
皇
曹
、
◆
皇
．
．
◆
・
・
寺
◆
‘
寺
◆
皇
，
・
◆
一
寺
◆
一
毒
◆
邑
一
7
◆
ー

　　公給領収証を

　　必ず受けとりましょう
　料理店などの経営者は￥料理飲食等消賛税を受

けとったしるしとして￥代金とひきかえに￥「公

給領収証」を必ず渡さなければならないことにな

っています。

　また。「公給領収証」を受けとることによって正

しい納税につながり、明朗会計にも役立ちます。

　詳しくは，十日町財務事務所間税係（費57－5511

⑧205）へお問い合わせください。

店の種類 税の計算
税のかからないとき

　（免税点）

料理店・小料理店 料金の10％

バー・キャバレー 料金の10％

旅
　
　
館
・
ホ
テ
ル

宿
泊
し
た
と
き

　宿　　泊
（1泊2食まで）

宿泊に伴う料金から、

2，500円を差し引いた残

りの料金の10％

1人1泊の宿泊に伴う料金

が5，000円以下のとき

宿泊者の追加飲食

夜食・間食等 料金の10％
1人1泊中の追加飲食、夜

食、間食等の料金が2，500

円以下のとき

宿泊者の昼食 料金の10％
1人1回の昼食代が2，500

円以下のとき

休憩や飲食などを
したとき 料金の10％

1人1回の料金が2，500円

以下のとき

飲食店・喫茶店
（騰をレストラン・） 料金の10％

1人1回の料金が2，500円

以下のとき

仕出し　・出前 料金の10％
1人分の料金が2，500円以

下のとき

チケッ　ト食堂
デパートの食堂のように

食券を買って飲食する場

所で、県が指定した店

料金の10％
1品の価格が1，000円以下

のとき

◆◆礎　
　
　
　
　
　
　
　
　
星

◎融

　
　
　
　
　
　
舶
・
全
墾

ひ礎
▲
▼

　
　
　
③

砂ひ　
　
　
　
　
　
箇
．
　
隔
　
罵

◆◆　
　
　
Q

◆ゆゆ
釧
経
営
移
譲
が

御
御
お
わ
っ
た
ら
…

◆
　
、
名
実
と
も
に
備
わ
っ
た
経
営
主

齢
　
経
営
主
が
、
後
継
者
、
第
三
者
に

▲
▼

瀞
移
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
農
業
に
関

ゆ輔
す
る
名
義
（
農
業
共
済
組
合
、
土
地

吟酬
改
良
区
な
ど
）
を
き
り
か
え
て
く
だ

｛
さ
い
。
（
移
譲
前
か
ら
き
り
か
え
る
こ

陣
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
申
告
な
ど
も
、

樽
移
譲
を
受
け
た
人
の
名
前
で
し
て
く

▲
▼

舳
だ
さ
い
。

吟劃
二
、
支
給
停
止

釧
　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
支
給
停
止

◆
に
な
り
ま
す
。

齢
①
農
地
や
採
草
放
牧
地
を
取
得
し
た

◆
　
、

継
り
　
貸
付
農
地
な
ど
の
返
還
を
受
け

f榊
た
り
し
て
、
農
業
を
再
開
し
た
と
き

創
②
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は

　
　
社
員
に
な
っ
た
と
き
　
　
　
　
引

　
　
③
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
六
噂

者
　
十
歳
前
に
年
金
を
受
け
て
い
る
”

継
　
　
、
　
　
　
　
　
　
吟

後
　
場
合
　
六
十
歳
に
な
る
前
に
障
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
害
の
状
態
が
軽
く
な
っ
た
と
き
御

　
　
　
●
後
継
者
に
農
地
等
を
貸
付
創

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

け
し
て
経
営
移
譲
し
た
場
合
は
、
次
◆

の
と
き
に
も
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

①
後
継
者
か
ら
貸
付
農
地
等
の
返
還
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

を
受
け
た
と
き
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

②
後
継
者
が
貸
付
農
地
等
の
権
利
を
御

他
人
に
移
し
た
り
貸
し
た
り
し
た
と
幽

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

三
、
支
給
停
止
に
な
ら
な
い
場
合
　
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
後
継
者
に
貸
付
け
し
て
経
営
移
譲
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

し
た
農
地
に
つ
い
て
、
土
地
収
用
該
御

当
事
業
の
た
め
に
提
供
し
た
り
、
農
創

業
用
施
設
用
地
に
転
用
し
た
り
す
る
博

た
め
、
一
定
の
手
続
き
を
と
っ
て
返
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吟

還
を
受
け
た
場
合
な
ど
は
、
支
給
停
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

止
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
御

　
後
継
者
に
貸
付
け
し
て
経
営
移
譲
劃

し
た
農
地
等
の
返
還
を
受
け
た
り
、
堕

転
用
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
陣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

必
ず
事
前
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

テ
≒
◆
毒
◆
も
◆
≒
◆
毒
◆
も
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
睾
◆
も
◆
毒
◆
睾
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
≒
◆
毒
ひ

　
一
切
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
検
察
審
査
会
事
務
所
（
智
〇
二
五
八

　
詳
し
く
は
、
長
岡
市
三
和
三
丁
目
　
　
i
三
五
－
二
一
四
一
）
へ
お
問
い
合

九
番
地
二
八
、
裁
判
所
構
内
、
長
岡
　
　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
国
道
一
一
七
号
線
が
全
面
通
行
止
に

　
国
道
一
一
七
号
線
の
市
之
口
地
内
は
、
ス
ノ
ー
シ
ェ
ー
ド
架
設
工
事
の
た
め

つ
ぎ
の
期
間
、
全
面
通
行
止
に
な
り
ま
す
。

幽
通
行
止
期
間
　
十
二
月
十
六
日
午
前
八
時
半
～
十
二
月
十
九
日
午
後
五
時

　
迂
回
路
は
、
主
要
地
方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
、
国
道
二
五
二
号
線
、
一

般
県
道
小
白
倉
木
落
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一 丁皿
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◆広げよう……

　市民のなかにスポーツの輪を◆ たいいく・
　　スポー●ツコーナー

◆高めよう……

　みんなの手で友愛の輪を◆

の

麗

冬期十日町市大会

　日（　
む
の

日
3
1

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

3
0
1

り
乙
　
1
1

月
場
式

12

　
会

日
開
開

期

第一試合　12：00

三井生命対東芝

　第二試合　14：00

第一勧銀対シャンソン

※試合終了後、抽選会などの

　お楽しみもあります。

入場券販売所

市民体育館・市体育課・エビ

スヤ・庭野スポーツほか

一般1，500円・高校生800円

中学生　500円・小学生300円

お願い
●会場は土足厳禁です。上履をご用

　意ください。

●駐車場に限度がありますので、自

　家用車はご遠慮ください。

蝶噸忽嚥繊羅購
期日 行　　事　　名 会　　場

％（日） ミニバスケッ　ト講習会 市民体育館 バスケット協会

賜㈹ 柔　　　道　　　納　　　会 武　　道　　館 柔　道　協　会

％（日）
第18回バスケットボール（女子）

日本リーグ冬期十日町市大会
総合体育館 バスケット協会

灘雛 轟

第6回十日町

マラソン大会

圏主　　　催　十日町市陸上協会。新座地区体育協会
圏主　　　管　新座マラソンクラブ

圏日　時昭和60年1月2日（月）
　　　　　　受付…8：30～9：40　開会式一10：00
　　　　　　スタート…11：00（各コース同時に〉

幽集合場所　新座公民館（新座第2〉
園種　　　　　　目　　　●　1部一・10km●2部…　5km●3部一・3k油

幽申し込み先　大久保善雄（新座2、大英織物内費52－2916〉

　　　　　　市民体育館（餐57－5208）
幽申し込み・締め切り　12月15日㈹（当日は受付ません〉
日参　加一料　大人1，000円　児童・生徒500円（含、保険料〉

　　　　　　※申し込みの際納入してください。
　詳細は申し込み先まで問い合わせください。

昭和59年度ミニバスケットボール実技講習会

囹期　日 12月2日（日）

受付　8：30
開講式　9：00
市民体育館

・市内小学生・教諭
囹会場
囹対象
　・ミニバスケットボールの指導に

　　関心のある方

囹指導富井茂（市バスケットボー
　　　　　　　　　　　ル協会）

　ほか市バスケットボール協会員

囹申し込み　所定の申し込み用紙にて

　市・体育課（a57－3111㊥326）へ

　　　　　屋外体育施設は11月12日をもって閉場しま

した。また来年のみなさんのご利用をお待ちします。

鴎

2

イ

ぢ

〃

1戴

全国青年大会
卓球の部～堂々第3位

　10月10・11日、駒沢オリン

ピック公園体育館で開催され

た“第33回全国青年大会～卓
球の部、で、十日町市選手団
が見事第3位に入賞しました。

〈1回戦＞十日町3－0京　都　　小　海　2－0　大　西　　小身・小海2－1大石・荒木
高　橋　2－0　石　川　　＜3回戦＞十日町3－2北海道　　小　海　2－0　清　田

（労働金庫）　　　　　　　　　高　橋　O－2　久　保　　　市　村　2－0　大　石
尾　身　2－0　田　村　　　尾　身　2－0　志田原　　〈準決勝＞十日町1－3福　岡

（十日町駅）　　　　　　　　尾身・小海2－0柴田・藤田　　高　橋　2－1　安心院

尾身・小海2－0糸井・石川　小海0－2藤田　尾身1－2向野
（滝匠）　　　　　　　　　　市　村　2－1　柴　田　　尾身・小海0－2福間・日下部

＜2回戦〉十日町3－1愛　媛　　（消防署）　　　　　　　　　　小　海　0－2　日下部
高　橋　2－0　日　野　　〈4回戦〉十日町3－1熊　本　　市　村　〇二・2　福　間

尾身1－2山内　高橋1－2荒木尾身・小海2－0山内・大西　　尾　身　2－1　清　田
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十日町高校駅伝
全国大会へ出場〃
～北信越大会（石川・小松市）に

　　大会新記録で優勝～

11月18日、石川県小松市で行われた第21

回北信越高校駅伝大会で、十日町高校駅伝

チームは2時間15分25秒の大会新記録で優

勝。12月23日、京都での全国大会への出場

が決定しました。品川監督は「順位は別と

しても県記録2時間14分25秒を破りたい。

2年前のメンバーより今年のレベルは上司

と全国大会への目標を話していました。

＜メンバー＞

部長・角山俊文　　太島　誠（3）

監督・品川達平
選手・小林俊久（3）滝沢岳宏（1）

　田川量一（2）大嶋太郎（2）

市制施行30周年記念

唄と踊りの祭典

民謡・民舞大競演会

～多彩なゲストを迎えて

唄と踊りの一大イベント～

市制施行30周年記念のイベントとして、

市民謡協会と舞踊協会が主管して行う唄と・

踊りの競演。

と　き　12月9日（日）8：30～17：00

ところ　クロス10大ホール

入場料　無料です。

ゲスト出演

第36回索日町雷まつ爆始動2
　　～ポスター決まる～

9
行
日
企
会
で
か
備
ま
企
タ
国

・
間
十
、
部
す
開
準
い
　
、
ス
全

8
日
回
は
各
が
く
な
て
ど
ポ
、

月
3
3
6
り
や
ど
な
的
し
ほ
で
り

2
の
第
つ
会
な
と
体
出
の
会
ま

年
日
る
ま
員
議
回
具
き
こ
員
決

来
1
0
れ
雪
委
会
何
、
動
。
委
も

　
・
わ
町
画
の
に
れ
が
す
画
一

饗顯麟編勲　●十日町機織り唄…椿正昭（ビクターレコード）　ます。

　　　　●十勝馬唄…田中瑞穂（アルテーレコード）、

　　　　●尺八独奏”●矢下勇厳（勇厳会）　　　　クロス10駐車場

　　　　第理ぜ1騰鵠鼎套郷冬期間の月極め希望者募集中！

　　　　　　　　　　　　　　　　〈期間〉昭和59年12月1日～昭和60年3月
　幾難鰹懸

二瓶昭夫（2）補欠・櫃間光徳（2）』

　　　　近藤博道（2）
　　　　数藤和明（1）・

　　　　市川　敦（3）

市民大コンサートが開催されました

11月18日（日）夜、市民会館ホールで行われ

た市制施行30周年を記念しての大コンサー

トは、市民吹奏楽団・合唱団・アップビー

ツの3団体がジョイントしたもの。現在の
市内の音楽文化の頂点にたつ演奏、合唱に

盛大な拍手が送られていました。

感

』中国から織物視察団来市
　～ライオンズクラブが招待～

．各地に本格的P　Rを開始。

．一方、サブテーマも「アドリブしましょう！

白銀浪漫（ホワイトロマン）」と決まってい

31日までの4ヵ月間（雪まつり期間除く）

〈料金〉4ヵ月2万円（月5千円）
〈予定台数〉50台…申し込み順で予定にな

り次第に締切。

〈申込み先＞クロス10（暦57－2323番）へ

11月12日～14日・中国杭州市の轡物関係　30日の間は、スパイクタイヤの不使用をお

の技士・デザイナーなど3人が、フイオン
　　　　　　　　　　　　願いします。またこの期間以外でも、できズクラブの招待で来市。市内の織物工場、
団地、博物館などを3日間にわたり視察し　るだけスパイクタイヤに替えタイヤチェー

ました。（写真は12日、市長への表敬訪問）　ンの使用についてご協力を。

優秀郵便貯金団体を表彰
　　　　　　～十日町郵便局長～
●城之古婦人会貯畜組合

　郵便貯金の増強に尽くされた功積により
表彰されました。

スパイクタイヤの使用について

新潟県では、スパイクタイヤの使用に伴

う道路の指耗や生活環境に対する影響など

から「スパイクタイヤ不使用に関する実施

要綱」を制定しています。4月1日～11月

「克雪…59異常豪雪と

十日町市の克雪対策」
A4版全74ぺ一ジ1，000円
申込みは、市役所総務課企画広報係へ
（暦57－3111⑳213・214）

吻
簾
幽
欄

日
　
　
　
　
　
■

十★
日
本
で
も
一
番
気
候
の
良
い
と
こ

ろ
で
、
お
茶
と
椎
茸
で
有
名
な
静
岡

県
周
智
郡
春
野
町
か
ら
、
九
月
に
十

日
町
に
嫁
い
で
来
た
の
は
佐
藤
昌
子

さ
ん
（
二
十
四
歳
）
。

　
夫
、
隆
さ
ん
（
会
社
員
）
と
は
学

生
時
代
に
ワ
ン
ダ
：
フ
ォ
ー
ゲ
ル
仲

間
と
し
て
知
り
合
い
三
年
後
の
今
年

見
事
に
頂
上
に
到
達
し
ま
し
た
。

★
山
登
り
で
鍛
え
た
体
力
と
精
神
力

に
プ
ラ
ス
し
て
栄
養
士
の
資
格
を
も

つ
昌
子
さ
ん
は
、
い
か
に
も
家
庭
的

な
良
き
若
奥
さ
ん
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
有
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
悩
み

は
と
い
う
質
問
に
「
朝
の
お
弁
当
づ

く
り
の
内
容
」
と
い
う
か
ら
少
し
意

外
性
も
。
　
「
こ
の
ま
ち
は
、
私
の
ふ

る
さ
と
に
似
た
ま
ち
。
人
情
・
風
土

と
も
に
温
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
一
が

雛

　なりました
■昭和町1丁目
佐藤昌子さん

　　　　　　〈51〉～静岡・春野町から～

十
日
町
の
印
象
。

★
結
婚
前
に
佐
藤
家
で
飲
ん
だ
日
本

酒
の
味
が
忘
れ
ら
れ
な
い
味
だ
っ
た

と
か
。
ま
さ
か
そ
れ
で
…
…
と
は
周

辺
の
人
の
ジ
ョ
ー
ク
。
何
か
と
切
り

盛
り
が
大
変
な
木
工
所
を
や
っ
て
い

る
家
の
中
で
”
何
事
も
明
る
く
テ
キ

パ
キ
と
や
る
素
晴
ら
し
い
嫁
さ
ん
”

と
大
評
価
し
て
い
る
の
が
親
方
。

★
山
登
り
の
先
輩
達
に
、
将
来
は
ぜ

ひ
親
子
で
山
登
り
を
と
い
わ
れ
、
実

際
に
山
の
中
で
そ
ん
な
光
景
を
見
て

自
分
達
も
そ
う
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
と
い
う
お
二
人
。
来
月
誕
生
予
定

の
わ
が
子
も
一
諸
に
人
生
と
い
う
山

も
含
め
て
山
登
り
を
す
る
日
も
、
そ

う
遠
く
は
な
い
は
ず
で
す
。

59年1％1面60年海

1．飲酒運転の追放

2．スリップ事故の防

止

3．踏切事故の防止

4．歩行者、自転車利

用者の事故防止

※市民ぐるみ

　大きな輪になれ

　　交通安全

…一「『一丁「｝r
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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

12
月
1
2
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

56

年
6
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

12

月
7
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

58

年
6
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

12
月
1
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
3
0
分

59

年
8
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

12

月
24
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

59

年
2
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
簸
輪
鷲
講
霧
幅
襯
健
診
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

「うちの子に限って！」その一言が危険です〃る富、

款級へのおさそい
誘惑に負けない強い意志を育てる

　　　　献血車日程
il1糊灘樹午前1・時一午後・時

～明日といわず今献血を～

消
費
者
の
豆
知
識
⑭

　
　
　
　
冷
凍
食
品
を
選
ぶ
と
き

　
冷
凍
食
品
と
い
う
の
は
、
簡
単
な
調
理
で
食
べ
ら
れ
る
よ

う
前
処
理
し
て
か
ら
急
速
凍
結
し
た
も
の
で
、
包
装
さ
れ
マ

イ
ナ
ス
ー
8
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
マ

イ
ナ
ス
ー
8
℃
と
い
う
の
は
、
こ
の
温
度
以
下
で
あ
れ
ば
、
少

な
く
と
も
1
年
間
は
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
温

度
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
選
ぶ
と
き
も
ま
ず
こ
の
点
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

●
冷
凍
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
温
度
計
が
マ
イ
ナ
ス
ー
8
℃
以
下
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。

●
ケ
ー
ス
内
の
側
壁
に
付
け
ら
れ
て
い
る
ロ
！
ド
ラ
イ
ン
以

下
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ロ
ー
ド
ラ
イ
ン
は
こ
れ
以
上

積
ん
で
は
い
け
な
い
と
い
う
線
で
、
温
度
計
の
温
度
は
こ
の

線
以
下
の
温
度
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
製
品
は
硬
く
、
カ
チ
カ
チ
に
凍
っ
て
い
る
こ
と
。

●
包
装
が
完
全
で
、
破
れ
や
穴
が
な
い
こ
と
。

●
袋
の
内
側
に
霜
が
付
い
て
い
な
い
こ
と
。
霜
は
輸
送
中
や

保
存
中
に
温
度
管
理
が
悪
く
て
温
度
が
上
が
っ
た
た
め
、
い

っ
た
ん
溶
け
た
水
が
再
凍
結
し
た
も
の
で
、
多
少
は
仕
方
が

な
い
が
、
多
い
も
の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
形
が
整
っ
て
い
て
、
色
が
良
い
も
の
。
食
品
の
一
部
が
白

っ
ぽ
く
な
っ
て
い
る
も
の
は
乾
燥
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
表
示
を
よ
く
見
る
こ
と
。
冷
凍
食
品
に
は
、
品
名
、
原
材

料
、
内
容
量
、
製
造
年
月
日
、
保
存
方
法
、
使
用
方
法
、
製

造
者
名
な
ど
の
表
示
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必

要
な
表
示
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
ま
す
。

製
造
年
月
日
は
新
し
い
も
の
ほ
ど
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
マ
イ
ナ
ス
ー
8
℃
以
下
を
保
た
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど

こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
マ
ー
タ
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
日
本
冷
凍
食
品

協
会
の
指
導
基
準
に
合
格
し
た
も
の
。
J
A
S
マ
ー
ク
は
日

本
農
林
規
格
に
合
格
し
た
も
の
で
、
買
う
場
合
の
目
安
に
な

り
ま
す
。

　
以
上
は
、
選
ぶ
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
買
っ
て
か
ら

使
う
ま
で
の
間
も
低
温
を
保
つ
こ
と
が
特
に
大
切
で
す
。
家

庭
で
も
必
ず
冷
凍
庫
に
入
れ
、
マ
イ
ナ
ス
ー
8
℃
以
下
を
保
つ

よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　　第1回（開講式）　　　　　　　第2回

囹11月27日（幻午後7時～　　　囹12月11日（幻午後7時～

囹あなたと家庭は健全か　　　囹あなたの子どもは健全か
～自分自身と家庭を見なおしてみよう～　～もう一度子どもを見つめなおしてみよう～

一一会場十日町市公民館　講師花積正夫先生（元コ・二一白岩の里所長）一

＊回数および時間8回、いずれも夜7時～9時

＊申込み　当日会場で受付けます（電話でも受付けます）連絡用ハガキ2枚と申込み

　書をお持ち下さい。

＊第3回以降は60年2月～3月に行います。　　十日町市公民館（本館）盈57－5011

一鑛懸　　お帆、で塞業　おもいで事業
　欠席された方〃子ども
さんのネームプレートがあ
りますので、市・商工課（費

57－3111㊥230・231）までお

いでください。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
二
月
六
日
㈲
　
午
前
八
時
～

十
一
時
半
　
安
養
寺
の
全
部
　
▼
十

二
月
六
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四
時

珠
川
の
全
部
　
▼
十
二
月
七
日
働

午
前
九
時
～
正
午
　
高
山
第
二
・
第

三
、
高
田
町
六
丁
目
の
各
一
部
▼

十
二
月
十
一
日
㈹
　
午
前
八
時
～
正

氏　　　名 住　　　所 保護者名

大倉奈々絵 高田町3東 俊信

柳　麻季子 田中町東 侑介

桐生　聖子 本町7－1 勉

富澤　順子 下条本町 勉

大島健太郎 高田町5 準二

南雲　修次 関　根　1 本一

相崎　亮太 稲　　　葉 秀丸

　
　
　
　
　
　
　
レ

午
城
之
古
第
一
城
之
古
東
町
、

高
山
第
三
、
高
田
町
六
丁
目
の
各
一

部
　
城
之
古
第
三
の
全
部
　
▼
十
二

月
十
三
日
㈲
　
午
後
○
時
半
～
四
時

本
町
六
丁
目
一
、
本
町
七
丁
目
一
・

二
、
四
日
町
新
田
第
三
の
各
一
部

下
川
原
町
の
全
部
　
▼
十
二
月
十
四

日
働
　
午
前
八
時
～
午
後
○
時
半

本
町
一
丁
目
上
・
下
、
本
町
二
・
三
丁

目
、
本
町
東
・
西
一
丁
目
、
高
田
町

一
丁
目
、
山
本
町
五
丁
目
、
袋
町
東
・

中
・
西
、
西
寺
町
、
千
歳
町
、
七
軒

町
、
宮
下
町
西
、
諏
訪
町
、
水
野
町

の
各
一
部
神
明
町
の
全
部

博
物
館
資
料

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
〈
十
月
九
日
～
十
一
月
十
日
〉

　
■
宮
沢
マ
ス
イ
（
小
黒
沢
）

（11月の3歳児健診を受けた子55人）

ゆずります＊ゆずってください

◆11月15日までの受付分
（希望者は市商工課内・消費者協会雪57－3111⑧230へ）

◎ゆずります
品　　　　名 規　　格 希望価格

自　転　　車（男子用） 3　～　4　歳 相談で
スノータイヤ（4本） 軽自動車用 5，000円

ベ　　ビ　　ー　　カ　　ー 中　　　　古 2，000円

シャクナゲ（植木） 5　～　6鉢 4，000～5，000

製　　図　　用　　机 相談で
ク　　ー　　　ラ　　ー サ　ン　ヨ　ー 5，000円

電　気　湯　沸　器 相談で
小　　犬　　小　　屋 2，000円

スキーぐつ（アルペン用） 24，5cm・オレンジ 10，000円

コロナファンヒーター 1q，000円

ミ　　シ　　ン（足踏み） 相談で
原付バイ　ク（50cc） 無　　料

乳母車・歩行器 無　　料

仏　　　　　　　　壇 相談で
ミ　シ　ン（工芸用） 50，000円

◎ゆずってください
品　　　　名 規　　格 希望価格

レコードプレーヤー 中　　　　古 相談で
卓　　　球　　　台 〃 〃

自　転　　車（女子用） 5　～　6歳 〃

三　輪　自　転　車 大　人　用 〃

二　段　ベ　　ッ　　ト 中　　　古 10，000円位

1　斗　升（斗棒付） 丸　　　　型 相談で
小物用ガラスショーケース 〃

衣　　　桁・撞　　　木 〃

水　　　　そ　　　う ヨコ1m20cm以
L
タ
テ
　
　
　

50cm以 L
〃

｝
紐
蒲
の
休
日
救
急
医
　
㎜

…
2
日
　
千
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
町
二

…
　
　
　
盈
6
8
1
2
0
3
4
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
　
…

…
　
　
　
盈
6
3
1
2
1
1
1
…

一
9
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
｝

…
　
　
　
智
5
2
1
3
2
7
6
…

…
　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

…
　
　
　
智
6
5
1
3
1
6
1
…

…
1
6
日
池
田
医
院
（
本
町
西
〒
目
）
…

㎜
　
　
　
盈
5
2
1
2
5
8
1
…

…
2
3
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
　
㎜
．

…
　
　
　
盈
5
7
1
3
0
1
8
…

…
2
9
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
　
…

㎜
　
　
　
盈
5
2
1
2
9
5
7
…

…
3
0
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

…
　
　
　
盈
5
2
1
2
1
7
4
…

…
31
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
…

…
　
　
　
費
5
2
1
3
2
6
9
一

■
十
日
町
試
験
地
（
学
校
町
）

■
宮
沢
竹
利
（
田
川
町
一
）
　
■
鶴

ケ
島
町
教
育
委
員
会
　
■
長
谷
川
一

郎
（
下
山
）
　
■
長
谷
川
辰
彦
（
下

山
）
　
■
保
坂
リ
イ
（
新
座
第
四
）

■
長
野
市
立
博
物
館
　
目
柳
儀
一

　
（
吉
田
山
谷
）
　
■
池
田
清
（
焼
野
）

■
井
口
正
虎
（
六
日
町
）
　
■
樋
熊

敏
雄
（
中
条
旭
町
）
　
咀
庭
野
工
業

　
（
焼
野
）
　
■
斎
木
一
二
（
細
尾
）

■
市
総
務
課
　
■
新
田
町
誌
刊
行
委

員
会
（
群
馬
県
新
田
町
）
　
■
群
馬

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
　
■
大

島
芳
邦
（
田
中
町
本
通
り
）
　
■
中

島
勉
（
土
市
第
二
）
　
■
光
文
書
院

　
（
東
京
都
）
　
■
多
田
滋
（
小
貫
）

■
小
千
谷
市
文
化
財
協
会
　
■
氷
見

市
立
博
物
館
　
■
津
南
町
史
編
集
室

■
豊
田
市
教
育
委
員
会
〈
敬
称
略
〉


